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軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
（
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
）
の
救
済
促
進
に
関
す
る
質
問
主
意
書

交
通
事
故
等
に
よ
り
、
頭
を
直
接
、
打
っ
た
り
、
ま
た
は
頭
が
前
後
左
右
に
揺
れ
る
と
脳
に
衝
撃
が
伝
わ
り
、
脳
損
傷
が
起

こ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
、
受
傷
後
の
意
識
障
害
が
軽
度
（
Ｍ
ｉ
ｌ

ｄ：

意
識
喪
失
�
�
分
以
内
な
ど
）
で
も
、
外
傷
性
脳
損
傷
（
Ｔ
Ｂ
Ｉ：

Ｔ
ｒ
ａ
ｕ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｃ

Ｂ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ

Ｉ
ｎ
ｊ
ｕ

ｒ
ｙ
）
が
起
き
る
と
し
て
、
重
症
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
患
者
（
『
不
幸
な
少
数
者
』
）
の
救
済
と
、
Ｔ
Ｂ
Ｉ
の
予
防
を
呼
び
か
け
て
い

る
。Ｗ

Ｈ
Ｏ
の
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
定
義
が
有
用
で
あ
り
、
画
像
に
う
つ
ら
な
く
と
も
労
災
障
害
等
級
第
十
四
級
を
超
え
る
場
合
が
あ
る
と

の
厚
生
労
働
科
学
研
究
障
害
者
対
策
総
合
研
究
事
業
の
取
り
ま
と
め
を
踏
ま
え
、
厚
生
労
働
省
は
本
年
六
月
十
八
日
に
「
画
像

所
見
が
認
め
ら
れ
な
い
高
次
脳
機
能
障
害
に
係
る
障
害
（
補
償
）
給
付
請
求
事
案
の
報
告
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
通
知
を
発
出

し
、
「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｃ
Ｔ
等
の
画
像
所
見
が
認
め
ら
れ
な
い
高
次
脳
機
能
障
害
を
含
む
障
害
（
補
償
）
給
付
請
求
事
案
に
つ
い
て

は
、
本
省
で
個
別
に
判
断
す
る
こ
と
と
す
る
の
で
、
現
在
調
査
中
の
も
の
も
含
め
、
該
当
事
案
を
把
握
し
次
第
、
本
省
に
報
告

す
る
こ
と
」
と
し
た
。
本
省
協
議
に
よ
っ
て
丁
寧
に
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
事
案
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
の
は
、
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
患
者
の
救
済

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

一



ま
た
、
東
京
都
議
会
は
、
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
患
者
に
係
る
労
災
認
定
基
準
に
関
す
る
意
見
書
で
「
�

Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
の
た
め
働
く
こ
と

が
で
き
な
い
患
者
に
対
し
、
労
災
の
障
害
年
金
が
支
給
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
�

Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
の
判
定
方
法
と
し
て
、
不

正
防
止
の
た
め
、
画
像
検
査
に
代
わ
る
他
覚
的
・
体
系
的
な
神
経
学
的
検
査
方
法
を
導
入
す
る
こ
と
。
」
を
、
国
あ
て
に
要
請

し
た
の
を
は
じ
め
、
東
京
二
十
三
区
議
会
の
多
く
が
全
会
一
致
で
同
様
の
国
あ
て
の
意
見
書
を
採
択
し
て
い
る
。

以
下
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
問
う
。

一

厚
生
労
働
省
の
本
年
六
月
十
八
日
の
通
知
に
も
と
づ
く
本
省
協
議
に
当
た
っ
て
は
、
他
覚
的
・
体
系
的
な
神
経
学
的
検
査

方
法
（
確
立
さ
れ
た
神
経
診
断
学
に
お
け
る
、
運
動
ま
ひ
・
知
覚
ま
ひ
・
膀
胱
ま
ひ
・
脳
神
経
ま
ひ
・
高
次
脳
機
能
障
害
の

客
観
的
な
検
査
）
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
か
か
る
方
法
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
定
義
に
熟
達
し
た
専
門
家
の
意
見
を
よ
く

聞
い
て
、
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
の
た
め
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
患
者
に
対
し
て
、
労
災
の
障
害
年
金
が
支
給
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

二

国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
国
の
労
災
制
度
と
の
権
衡
を
は
か
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
国
家
公
務
員
、

地
方
公
務
員
に
つ
い
て
も
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
定
義
の
有
用
性
と
、
画
像
に
う
つ
ら
な
く
と
も
障
害
等
級
第
十
四
級
を
超

え
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
明
示
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
厚
生
労
働
省
と
同
旨
の
対
応
を
徹
底
す
る
た
め
、
国
家
公
務
員
、
地

二



方
公
務
員
に
つ
い
て
も
、
通
知
等
を
発
出
す
る
な
ど
趣
旨
の
周
知
徹
底
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


